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主 な シンポ ジ ウ厶 ・ワ ークシ自ップ

2月11日

7月8日

8月1日 ～3日

9月7日

10月15日

10月27日 ～29日

業績報告書

ワークショップ 「科学技術と倫理」

呉智英氏講演会(「イメージとしてのく日本〉」研究セミナー)

第4回全国高等学校歴史教育研究会

若手研究者交流ワークショップ{イメージとしての日本}

COE国 際シンポジウム

第2回COE-ARIワ ークショップ

トランスナショナリティー研究グループ

「〈日本〉を超えて 一トランスナショナリティー研究4」

発行日:2006年2月27日 責任糧集:小泉潤二 ・栗本英世

「ポスト・ユートピアの民族誌 一トランスナショナリティー研究5」

発行日二2006年2月28日 糧集:田沼幸子

イメージとしてのく日本〉グループ

「イメージとしてのく日本>05
一海外における日本のポピュラーカルチャー受容と日本研究の現在」

発行日:2006年1月31日 責任編集:伊藤公雄

編集:太 田健二 ・吉澤弥生 ・山中千恵 ・JessicaBauwens・ 伊藤遊

言語の接触 と混交グループ

「言語の接触 と混交一共生を拓く日本社会」

発行日:2006年3月1日 責任龜集:津 田葵 ・真田信治

「言語の接触 と混交一サハリンにおける日本語の残存」

発行日:2006年3月1日 責任編集=津 田葵 ・真田信治

「言語の接触と混交一ブラジル日系社会言語調査報告」+1CD-Rom

発行日:2006年3月1日 責任額集:工 藤眞由美

臨床と対話グループ

「「臨床と対話」研究グループ2005年 度報告書

一第4回 対話シンポジウムin愛 媛 報告書」

発行日:2006年2月28日 縞集:稲葉一人・和田直人・家高洋

「神戸一中越被災地交流フォーラム ー 生活支援員の最前線から学びあう一」

発行日:2006年2月28日 編集:神戸一中越被災地交流実行委員会

世界システムと海域アジア史 グループ

fTheNobility:AGIobalPerspectiveWalterDermel

LocalElitesinMedievalChinaAokiAtsushil

発行日=2005年12月WorkingPaperNo.2

「世界システムと海域アジア交通2005年 度報告書」

発行日:2006年2月28日 責任績集:桃木至朗 編集:佐 藤貴保

く若手研究集 合〉

「インターフェイスの人文学一2005年 度〈若手研究集合〉報告書」

発行日:2006年3局24日 編集:〈若手研究集合〉報告書繞集委員会

定 例 研 究 会 等

グローバルヒストリー ・セミナー/ワ ークショッフ

4月20日

くワークショップ〉

4月21日

くセミナー〉

5月20日

くセミナー〉

JanLuitenvanZanden(UtrechtUniversity,TheNetherlands)

斎藤修(一 橋 大学)

コメント:山本千映(関 西大学)尾 高 煌之助(法 政 大学)

JanLuitenvanZanden(UtrechtUniversity,TheNetherlands)

コメント:斎 藤修(一 橋 大学)

久保亨(信 州 大学)コ メント=秋 田茂(大 阪大 学)

PierrickPourchasse(UniversityofBresi,)

コメント:玉 木 俊明(京 都産業 大学)

WolfgangSchwentker(大 阪 大学)

コメント:秋 田茂(大 阪 大学)

2006年1月1日 以降 のイベント&業 績をご紹 介します(2006年9月 現在)。

各 情報 の詳 細ならびにその他 については、ホームページ(http:〃www.let、osaka-u.

ac.jp/coe/)を ご参 照ください。

定 例 研 究 会 等

「モダ ニズ ムと中 東 欧 の 藝 術 ・文 化(MCE)」 研 究 会

1月27日

4月20日

5月12日

6月16日

6月23日

8月6日

大津留厚(神 戸大学文学部 ・教授)

ゲイル ・レヴィン(ニューヨーク市立大学 ・教授)

有木 宏二(宇 都宮美術館 ・学芸員)

ヤン・シーコラ(カレル大学哲学部日本学科 ・助教授)

早稲田みか(大阪外国語大学 ・教授)

ズィーヴァ・アミシャイ・マイセルズ(ヘ ブライ大学 ・教授)

トランスナショナリティ研究セミナー

1月27日

2月10日

2月24日

3月10日

6月16日

6月26日

7月7日

出口 顯(島 根大学法文学部社会文化学科 ・教授)

ベン7リ ・イヤル(エルサレム ・ヘブライ大学 ・教授)

内海博文(大 阪大学人間科学研究科 ・非常勤職員)

シャリニ・ランデリア(UniversitatZurich)

ママドゥ・ディアワラ(ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ大学)

三島憲一(東 京経済大学経済学部 ・教授)

アンナ・ツイン(カリフォルニア大学サンタクルーズ校 ・教授)

小泉潤二(大 阪大学人間科学研究科 ・教授)

公開講座 「科学技術と倫理」

1月16日

1月23日

1月30日

2月6日

2月11日

4月10日

4月17日

4月24日

5月8日

5月15日

5月29日

6月5日

6月12日

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

7月24日

10月2日

10月16日

10月 鯰 日

10月30日

林真理(工 学院大学 ・助教授〉

奥田太郎(南 山大学社会倫理研究所 ・第一種研究員)

吉川肇子(慶 應義塾大学商学部 ・助教授)

高津融男(奈 良県立大学 ・講師)

中山健夫(京 都大学 ・助教授)± 屋貴志(大 阪市立大学 ・助教授)

稲葉一人(科 学技術文明研究所 ・特別研究員)

中岡成文(大 阪大学 ・教授 、大阪大学CSCD・ センター長)

中岡成文(大 阪大学 ・教授 、大阪大学CSCD・ センター長)

武部 啓(近 畿大学遺伝カウンセラー養成課程 ・客員教授)

伊勢田哲治(名 古屋大学情報科学研究科 ・助教授)

松本三和夫(東 京大学大学院人文社会学系研究科 ・教授)

小林傳司(大 阪大学CSCD・ 教授、副センター長)

蔵田伸雄(北 海道大学大学院文学研究科 ・助教授)

稲葉一人(科 学技術文明研究所 ・特別研究員)

柳川忠二(東 邦大学薬学部 ・教授)

平川秀幸(大 阪大学CSCD・ 助教授)

林衛(富 山大学人間発達科学部 ・助教授)

松原洋子(立 命館大学大学院先端総合学術研究科 ・教授)

土屋貴志(大 阪市立大学大学院文学研究科 ・助教授)

加藤和人(京都大学人文科学研究所 、生命科学研究科(兼任)・助教授

中山健夫(京 都大学大学院医学研究科 ・助教授)

八木絵香(大 阪大学CSCD・ 特任講師)

海域アジア史研究会

1月14日

4月22日

4月22日

5月2フ 日

6月24日

桃木至朗(COE事 業推進者)山 内晋次(大 阪大学文学部助手)藤 田

加代子(COE特 任研究員)蓮田隆志(COE特 任研究員)ほか21名

村尾進(天 理大学)

川口洋平(長 崎県教育庁)

アダム・クルロ(コロンビア大学/東 大史料編纂所)

栗山保之

中央アジア学フォーラム

4月8日 斉藤茂雄(大 阪大学)牛 根靖裕(立 命館大学)武 田和哉(奈 良市教

育委員会)重 森博 ・小野亜由美 ・中尾みのり(有限会社エムズ)

9月30日 赤木崇敏(大 阪大学)鈴 木桂(東 京大学)森 安孝夫(大 阪大学)



InterfaceHumanitiesIllustrated
《インターフェイスの人文学》を描く

インターフェイスな研究生活

当初、6つ の事例 研究グループで出発した 《インターフェイ

スの人文学 》 は、3年 目以降は6つ のモデル研究と 《研 究

集合》というかたちに脱皮して、今 日にいたっています。

それでは、 最終ステージに達した 《インターフェイスの人文

学》は、視 覚的にはどのように表現されるか一 。

ここでは2種 類の異なったイメージを描いてみました。 ひとつ

は、大学と社 会のあいだを動いている研究 者のすがたを鳥

瞰する絵巻のような 【インターフェイスな研究生活】。もうひ

とつは、私 たちの研究 組織の全体 を直観的 に把握 するた

めの概念的な 【研究組 織イメージ】。

まずは、 【インターフェイスな研究生活 】からご覧ください。



研究組織イメージ

こちらは、《インターフェイスの人文学》の組織を抽象的

な図形であらわしました。

「臨床の知」と「横断の知」というふたつの軸の交差す

る次元に展開する、運動体のイメージですね。

「臨
床
の
知
」
は
、
科
学
技

術

・
医
療

介
護

・
災
害

支
援

・
紛
争
調
停

と
い
っ
た

具
体

的
な
場
面

で
、
専

門
家
と
非
専

門

家
と
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
探

求
す
る

《臨

床
と
対
話

》
グ
ル
ー
プ
に
リ
ー

ド
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
言

語
の
接

触
と
混

交
》

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
地
域
社
会
や
学

校
教

育
に
お
け
る
多

言
語

生
活

の
現
実

を
ふ
ま
え
た
多
文
化

共
生
の
モ
デ
ル
構
築
、

烈
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
日
本
.
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
情
報
発

信
と
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
相
互
作

用

の
分
析

も
ま
た
、
社

会
と

の
密

接
な

連
携
の
な
か
か
ら
新

し
い
人
文

学
の
知
を

創
出
し
て
い
く
こ
こ
ろ
み
で
す
。
《
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
研
究
》
グ
ル
ー
プ
が
世

界
各
地
で
す
す
め
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
、
そ
も

そ
も
研
究

方
法
じ
た
い
臨
床

的
と
い
え
ま
す
。

肖

,
...'.

.…

・
..
厂
.∵

.
グ
ル
ー

プ
が
す
す

め
る
高

等
学

校
教

員
と

の
双

方
向
的

な
教
育
交

流
、

{
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と

中
東

欧

の
芸
術

・
文
化

》

グ
ル
ー
プ

と

美
術

館
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
人

文
学
の
市

民
社
会
へ
の
接

続
を
図
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

「横
断

の
知
」
で
は
、
文
化
的
接
触
を

「流
動

一閉
鎖

一脱
領

域
化

」
と
い
う
三
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
で

と
ら
え
る
と
い
う
動
態
論
的

な
視
座
を
共
有
し
つ

つ
、

《
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
研
究

》

グ
ル
ー

プ
が
国
家
や
民
族
を
超
え
る
ひ
と
や
モ
ノ
や
情
報

の
循
環

の
す
が
た
と
そ
の
意
味

を
、

《
モ
ダ
ニ
ズ

ム
と
中
東
欧
の
芸

術

・
文
化
》
グ
ル
ー
プ
が
、
中

東
欧

地
域
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術

の
越
境
現

象

の
実
態
を
追
求

し
て
い
ま
す
。

臣

.
にト
.

ノ

グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
、

主

と
し
て
海
上

交
通
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
れ
た
ア
ジ
ア
地
域

史
の
研
究
や
、

イ

メ
ー
ジ

と
し
て
の
日
本
》
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
日
本

発
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
進
出

の
分
析
も
ま
た
、

国
家

や
民
族

と
い
っ
た
枠
組
で

は
と
ら
え
き
れ
な
い
現
象

の
解
明

を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

《
一一一一口語
の
接
触
と
混
交
》

グ
ル
ー
プ
が
調

査

を
す
す

め
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
日
系

人
社

会
や

台

湾
に
の
こ
る

日
本
語

は
、

言
語

面
か
ら
み
た

接

触

・
越
境
現
象
の
好
例
で
す
。

人
文
学
の
研
究
活
動
を
よ
り
反
省
的
に
討

議

す
る
た
め
に
、
6
つ
の
モ
デ
ル
研
究
グ
ル
ー
プ
を
さ

ら
に

「横
断
」
す
る
か
た
ち
で
、

若
手
研
究
者
を

主
体
に
組
織
さ
れ
た
の
が
、

《
研
究
集
合
》

で
す
。

現
実
に
は
個

別

の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
よ
っ
て
細

分

化
さ
れ
て
い
る
人
文
学
に
、
市

民
社
会

と
の
関
係

を
再
構
築

で
き
る
よ
う
な
、

知
的
探

求
の
原
初

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
復
さ
せ
る
方

法
論
を
求
め
て
、

若
手
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。



唱

《
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学

》

の
理
念
と

研
究
は
、
大
阪

大
学
全
体

の
幅

広
い
理
解

と
支

援
を
う
け
、
具
体

的
な
組
織

編
成

に
結
実

し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「臨
床

の
知

」
に
つ
い
て
は
、
学
内

に
お
け
る

研
究
教
育
拠
点

と
し
て
コ
ミ
ュ
一一ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー

(C
S
C
D
)
が
設

置
さ
れ
、
当
C

O
E
と
緊
密

に
連

携
し
な
が
ら
、

科
学
と
社

会

の
新
た
な
関
係

構

築
に
む
け
た
活

動
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年

十

月
の
大

阪

外

国
語
大
学

と
の
統
合

に
あ
わ
せ
、
人

文
学
と

社
会

と
の
連
携

に
実
践
的

に
取
り
組

む
新
専

攻

「文
化

動
態
論
」

を
文

学
研
究

科
内
に
設

置
す

る
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、

「横

断
の
知

」

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く

大
阪
外
大

と
の
統
合

を
機

に
、
多
文

化
間
の
接

触
や
越
境
現
象

に
取
り
組
む
新
専
攻

「グ
ロ
ー
バ

ル
人

間
学
」

を
人
間
科
学

研
究
科
内
に
立
ち
上

げ

、
さ
ら
に
独
立

の
研
究
教
育

組
織
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
準
備
を

す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
新

組
織
は
い
ず
れ
も
、
当
C
O
E
の
理

念
と
活
動

を
強

く
反
映
し
た
も
の
で
、
そ

の
成

果
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。



口

ア
メ
リ
カ
の
物

理
学
者

で
科
学
史
家

で
も
あ

る
ジ

ェ
ラ
ル
ド

・
ホ

ル
ト

ン
と

い
う
学
者
が
、

一
九

九
三
年

に
書

い
た

『
科
学
と
反
科
学
』

と
い
う
本
が
あ

る
。

こ
の
中

で
彼
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
科
学
リ

テ
ラ
シ
ー
は
、

「質
問
を

さ
れ
た
成
人

の
半
分
は
、
地
球

が
太
陽

の

周
囲
を

周
回
す

る
の
に

一
年

か
か
る
と

い
う

こ
と
を
知
ら
な

い
」
と

い
う

よ
う
な

レ
ベ
ル
だ
と
述

べ
た

レ
ポ
ー
ト

に
言
及

し
て
い
る
。

レ

ポ
ー
ト
で
は

「占
星
術

は
全
然
科
学
的

で
は
な

い
」
と

い
う
言

明
に

同
意

し
な

い
人
が

四
十
%
も

い
る
と

い
う

こ
と
も
問
題

に
な

っ
て
い

る
。二

〇
〇
四
年

に
イ
ギ

リ

ス
で
行
わ

れ
た
調
査

で
は
、

イ
ギ

リ
ス
人

の
成

人

の
う
ち
多
く

は
、

ク
オ

ー
ク
と

D
N
A
の
違

い
が
わ
か
ら
ず
、

九
十

八
%
は
、
世
界
が

ク
オ
ー

ク
で
で
き

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い

と
報
道
さ
れ
た
。

し
か
し
、

テ

ッ
ド

・
ニ
ー

ル
ド
と

い
う
人

は
、

こ
れ

に

つ
い
て
こ

う
書

い
て
い
る
。

「大
衆

が
科
学

に

つ
い

て
無
知
だ

っ
て
こ
と
を
心

配
し
て

い
る

の
か
い
?

元
気
出

せ
よ
。

そ
り

ゃ
ほ
か
の
す

べ
て
の
こ

と
に

つ
い
て
無
知
な
の
と

同
じ
く
ら

い
な
ん
だ
か
ら
。
」

ち

ょ
う
ど
同
じ
日
に
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
歴
史

上
の
人
物
や
事
件

に

つ
い
て

の
イ
ギ
リ

ス
人

の
知
識

を
問
う
調
査

を
発
表

し
て
い
た
。

イ

ン
デ

ペ
ン
デ

ン
ス
紙

に
は
次

の
よ
う
な
記
事

が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。

質
問
さ
れ
た
成

人
の
う
ち
、
三
分

の

一
に
あ
た

る
人
々
は
冷
戦
と
い

う
も

の
は
存
在
し
な
か

っ
た
と
答
え

て
い
る
。

ウ

ェ
ル
ズ

の
宇

宙
戦

争
が
実
際
に
あ

っ
た
と
す

る
人
が

六

%
も

い
た
。

ア
ー
サ
ー
王
は
実

在
し
た
と
す

る
人
は
五
十
七
%
お
り
、

こ
れ
に
対
し

て
、
ヒ
ト
ラ
ー

は
実
在
し
な

か

っ
た
と
す
る
人
が

十

一
%
、
ウ

イ
ン
ス
ト

ン
・チ

ャ
ー

チ

ル
と

い
う

の
は
作
り
話

の
人
物

だ
と
す

る
人

は
九
%
、

ム

ッ
ソ

リ
ー

二
に
至

っ
て
は
、
歴
史
上

の
実
在
人
物
と
思
わ
な

い
と
言
う
人

が

三
十

三
%
も

い
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
中

の
首
相
が
ウ

イ
ン
ス
ト

ン

・
チ
ャ
ー

チ
ル
で
は
な
く
、

ハ
ロ
ル
ド

・
ウ

ィ
ル
ソ
ン
だ
と

い
う

人

は
五
人
に

】
人
い
る
。

ご
多
分

に
漏
れ
ず

日
本

で
も

こ
の
種

の
調
査
が
あ

る
。

二
〇
〇

一

年

に
科
学
技
術
政
策
研
究
所
が
行

っ
た
調
査

で
は
、

日
本
は
科
学
的

発
見
や
新

し
い
技
術
革
新

の
利

用
に
対
す

る
国
民

の
関
心
が
、
同
種

の
調
査
が
行

わ
れ
た
十
五
力

国
中
最
低
あ
た
り

に
位
置
す

る
ら
し

い
。

実
際

の
科
学
的
知
識
を
問
う

調
査

で
も
、

日
本
は
、
イ
ギ
リ

ス
や
米

国
に
比
べ
て
ず

い
ぶ
ん
と

下
の
方

に
位
置

し
て
い
る
。
科
学
は
世
界

を
良

く
し
た
か
と

い
う
質

問
に
、

五
十
三
%

の
人
が
良
く

し
た
と
答

え

て
い
る
あ
た
り
は
、

か
な
り
微
妙
な
数
字

で
あ
る
。

無
知
を
教
育

の
せ

い
に
し
た
が

る
人
は
多

く
、
科
学
者
は
歴
史
教

科
書

の
中

で
科
学
が
扱
わ
れ

て
い
る
ペ
ー
ジ
が
極
端

に
少
な

い
こ
と

に
抗

議
し
、
歴
史
家

は
教
育

の
中

で
の
歴
史

の
扱

い
に
不
平
を
言

い
、

教
育
家

は
日
常
生

活
に
お
け

る

ハ
リ
ウ

ッ
ド
の
影
響
力

に
不
満
を
隠

せ
な
い
と

い
う
具
合

で
あ
る
。
昨
今
、
ス
ノ
ー

の

『
二

つ
の
文
化
』
は
、

こ
う
し
た
文
脈
で
取
り
上
げ

ら
れ
る

こ
と
が
多

い
よ
う
だ
。
ご
承
知

の
よ
う
に
、
も
と
も
と

の
趣
旨
は
、
文
筆
家

で
も
あ

り
科
学
者

で
も

あ
る

ス
ノ
ー
が
、

二

つ
の
異
質
な
文

化
相

互

の
無

理
解
に
い
ら
だ

っ

て
書

い
た
も

の
だ
が
、
次
第
に
科

学
者
と
無

知
な

一
般
大
衆

と
い
う

構
図
に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

さ

て
、

こ
の
図
式
に
乗

っ
て
、

一
般
人
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す
る
試

み
に
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
く
、
ま
た
、

少
し
図
式
を
変

え
て
、
プ

一,

」

尋
・

喝



ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ

ル
と
そ

の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
関
係
の
よ
う
に
、
相

互
理
解
や
対

話
を
促
進

し
よ
う
と

い
う
試

み
も
あ
る
よ
う
だ
。

「科

学
史
」

に
も
そ
う

い
う
啓
蒙
的
効
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
、
そ
れ
な
り
に
意
味

が
あ
る

の
か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
、

こ

の

種

の
改
善

の
試

み
を
ま

じ
め
に
検
討
す

る
前

に
、
「
科
学
者
」
と

か

「専

門
家
」
と

か

二

般
人
」
と
か

「大
衆

」
と
か
い
う
よ
う
な
集

団
が
、

何
か

こ
れ
ら

の
人
々
が
も

つ
知
識
と
か
、

価
値
観

と
か
、
能
力

と
か
、

そ
う

い
う
内
在
的
な
も

の
で
仕
切
ら
れ
て

い
る
か

の
よ
う
に
考

え
る

こ
と
を
多
少
と
も
疑
う
必
要

が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

社
会
学

で
は
、
「役
割
」
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、
「
医
師
」

「患
者
」

「父
親
」
「
母
親
」

「子
供
」

「教
師
」

「生
徒
」
な
ど
は
、

一
定

の
社
会

的
役
割

の
標
識
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、

「医
師
」
の
役
割

を
演

じ
る
た
め

の

一
定

の
要
件
と

い
う
よ
う
な
も

の
は
も
ち
ろ
ん
あ

る
が
、

し
か
し
、
そ

の
要
件
は
、
医
学
知
識
が
患
者
よ
り
も
豊
富

で

あ

る
と

い
う
よ
う
な
本
質
的
な
も

の
で
あ

る
と
は
限
ら
な

い
。
場
合

に
よ

っ
て
は
、

「医
師
」
に
必
要
な

の
は
、
「医
師
」
と
し
て
振

る
舞
う

資
質

で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。

同
様
に

「患
者
」
側

に
も

「患
者
」

と

し
て
振

る
舞
う
資
質
が
求
め
ら
れ

る
。

こ
の
要
件
は
、
社
会

的
に

構
成
さ
れ
た
相
互

の
期
待

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

る
の
で
、
何
ら
か

の

理
由
に
よ

っ
て
、

「医
師
」
や

「患
者
」

に
期
待
さ
れ
る
も

の
が
変
化

す

る
と
、

当
事
者
は

そ

の
対
応

に
追

わ
れ
る

こ
と

に
な
る
。
「
占
星

術

は
全
然
科
学
的

で
は
な

い
」
と

い
う
言
明

に
賛
成
し
な
か

っ
た
米

国
の
四
十
%

の
人

た
ち

は
、
科
学
的
知
識
を
欠

い
た
人
た
ち

で
あ

る

と
は
限
ら

な
い
。
ダ
ー
ウ

ィ
ン
の
進
化
論

は
間
違

っ
て
い
る
と
考
え

る
人
が

必
ず

し
も
無
知
な

人
で
な

い
の
と

同
様

で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー

ヴ

ン

・
J

・
グ
ー

ル
ド

は
、

二
〇
〇
〇
年
を
世
紀

の
区
切
り
と
考
え

る

「無
知

な
」
大
衆

の
意

見
に
与

し
た

が
、
も
ち

ろ
ん
時
間

の
区

切

り
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
無
知
な
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

「
科
学
史
」

は
、

正
し
い
科
学

の
知
識
を
伝
え

る
も

の

と
し
て
は
か
な
り
お
そ
ま

つ
な
も

の
で
あ
る
。

「科
学
史
家
」
は
た
い

て
い
専
門

の
科
学
者

で
は
な

い
し
、
専

門
の
科
学
者

は
た
い
て
い
の

場
合
、
科
学
史
家
と
し
て
は
間
違

っ
て

い
る
。

「科
学
史
」
は
、

何
が

本
当

の
科
学

で
あ
る

の
か
言
う

こ
と
は

で
き
な

い
が
、

し
か
し
、
ど

ん
な
も

の
が

こ
れ
ま
で

「科

学
」

と
言

わ
れ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ

と
は
告
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
「科
学
史
」
に
詳
し
く
な

れ
ば

な
る
ほ
ど
、
「
科
学
的
」
と
い
う
形
容
詞
に
対

し
て
、
よ
り
シ

ニ

カ

ル
に
な
る
。
世
界
は
ク

ォ
ー
ク
で
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
科

学
史
を

い
く
ら
読
ん

で
も
書

い
て
い
な

い
。

そ

の
効
用
は

む
し
ろ
、

科
学
に
対
し

て
も
あ
る

い
は
非
科
学
に
対
し
て
も
よ
り
慎
重

に
な
る

と

い
う

こ
と

に
あ
る
と
思
う
。

「科
学
者
」
役
割
を
演

じ
る
方
も
、
「大

衆
」
役
割
を
演

じ
る
方
も
、
そ

の
あ
た
り
も
含
め

て
う
ま
く
役
柄
を

こ
な
し

て
も

ら
え
れ
ば
と
願
う
次
第

で
あ

る
。

GeraldHolton,ScienceandAnti-Science,
HarvardUniversityPress,1993.
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「世
界

シ
ス
テ
ム
と
海
域

ア
ジ
ア
交
通
班
」
を
構
成
す

る
グ

ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト

リ
i
、
海
域

ア
ジ

ア
史
、
中
央

ユ
ー
ラ

シ
ア
史
な
ど
個
々

の
領
域

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で

い
ろ

い
ろ
な

形

で
紹

介
さ
れ

て

き
た

の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
全
体
を
貫
く

「思
想
」
の

一
端
を
、

あ
ら
た
め
て
紹
介

し
た

い
。

歴
史
学

の
世
界

で
も
、
従
来

の

「日
本
人
」
が
小
学
生

の
と
き
か

ら
何
千
回
と
な
く
た
た
き
込
ま
れ

て
き
た

「小
さ

い
も

の
を
完

全
に

究
め

て
か
ら
大
き

い
も

の
に
進
む

(11
小
さ

い
も

の
を
究
め
て
い
な

い
者
は
大
き

い
も

の
な
ど
見

て
は

い
け
な

い
ご

「
自
分

の
属
す

る
集

団
内

の
約
束
事
を
完
全
に
身
に

つ
け

て
い
な

い
人
間
は
、
集
団
外

の

こ
と
な
ど
考
え

て
は

い
け
な

い
」
と

い
う
規
範

の
影
響

は
き
わ
め

て

強

い
。

こ
れ
を
相
対
化
し
、

日
本

の
歴
史
学
が
も

つ
世
界

一
の
緻
密

さ
を
活
か

し
な
が
ら
、
「も

う

一
回
り
外
か
ら
眺
め

て
み
よ
う
」
「
可

能
な
ら
全
体
を
見
よ
う
」
と

い
う

の
が
わ
れ
わ
れ

の
思
想
だ
。

サ

ッ

カ
ー
に
お
け

る

「ジ
ー

コ

・
ジ

ャ
パ

ン
の
失
敗
」
と
同
様
、
日
本

人

に
は
所
詮

で
き
な

い
こ
と
を
求
め

て
い
る
と

い
う
批
判
も
出
そ
う
な

こ
の
思
想

は
、
研
究

に
お
け
る

「横
断
」
に
つ
な
が
る
だ
け

で
は
な

い
。

全
体
を
見

る
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
批
評

・
概
論

や
教
科
書

を
書

く
と

い
う
仕
事
を
、

「実
証
研
究
」
よ
り
下
な

い
し
後
に
位
置
づ
け

て
き
た

従
来

の
歴
史
学
が
、
今
日

の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
歴
史

の
利
用
、

そ
れ
よ
り
さ
ら

に
深
刻
な
青
年
や
人
文

・
社
会
科
学
界

の
歴
史
離
れ

な
ど

に
対

し
て
無
力

で
あ

る
点
を
反
省

し
、
世
界
的
な
研
究
成
果
を

概
論

・
教
科
書

に
直
接
反
映
さ
せ

る
方
法
を

「全
国
高
校
歴
史
教
育

研
究
会
」

(計

四
回
開
催
)
な
ど

の
形

で
検
討
す
る
と
い
う
、
わ
れ
わ

れ

の

「臨
床
」
活
動

に
も

つ
な
が

っ
て
い
る
の
だ
。

「横
断
」
に
戻

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
た
と
え
ば

「
こ
こ
は
日
本
だ
か

ら
歴
史
と

い
う

の
は
日
本
史

の
こ
と

で
、
そ

の
外
に
、

あ
く
ま

で
参

考

の
た
め
に

《
外
国
史
》
が
存
在
す
る
」
と

い
う

「
日
本
史
研
究
者
の

常
識
」
を
批
判
す

る
。

こ
の

「常
識
」
が
誇
張
で
な
く
牢
固
と
し
て
存

在
す
る
こ
と

の
わ
か
り
や
す
い
例
は
、

「日
本
史
業
界
」
の
論
文
タ
イ

ト

ル
の
付
け
方

に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
私
が
専
門

の
十
～
十

四
世

紀
ベ
ト
ナ
ム
史
に

つ
い
て

「中

世

の
地

域
社
会
」
と

い
う
論
文
を
学

術
誌
に
投
稿

し
た
ら
、

「ベ
ト
ナ
ム
中
世

の
地
域
社
会
」
に
直
さ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
日
本
史

の
論
文
に
限

っ
て
、

日
本
史
専

門
で
な
く
史
学

一
般
を
扱
う
雑
誌

で
も
、

日
本
を
扱
う

こ
と
を
明
示
し
な
い

「古
代

国
家

の
形
成
」

「中
世
の
地
域
社
会
」

「産
業
革
命

の
展
開

(!
ご

と

い

っ
た
タ
イ
ト

ル
が
許
さ
れ
る
の
だ
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、

「日
本
人
が
日
本
史

を
よ
り
よ
く

理
解
す

る
」

た
め
に

の
み

「日
本
史

の
国
際
化
」
を
推
進
す
る
善
意

の
日
本
史
研
究

者
に
、
日
本
が

ア
ジ
ア
史
と
世

界
史

で
果
た
し
た
重
要

な
役
割

と
日

本
史
学

界

の
高
度
な
研
究

水
準
は
、

「世
界
が

ア
ジ
ア
史
と
世
界
史

を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
日
本
史

を
そ

こ
に
位

置
づ
け

る
」

こ

と
を
強
く
要
求
し

て
い
る

の
だ
と
指
摘
し
、

そ

の
た
め

の
海
外
発
信

を
う
な
が
す
。
今
や
海
外
で
も
日
本
史

研
究
者

は
日
本

語
が
読

め
る

の
が
当
た
り
前
だ
が
、

ア
ジ
ア
史
や
グ

ロ
ー
バ

ル
ヒ

ス
ト
リ
ー

の
刷

新

の
た
め
に
は
、
と
り
あ
え
ず

(海
外

の
研
究
者

の
力
を
借

り
る
方

法
も
含
め

て
)
英
語

で
発
信
す

る
必
要
が
あ
る
。
日
本
史

・
西
洋
史

に
圧
倒
的
に
偏

っ
た

日
本

の
史
学
界

で
は
理
解
さ
れ
に
く

い
が
、
ア

ジ

ア
を
見
回
せ
ば
下
手
な
英
語

で
敢
然

(平
然
)
と
発
信
し

て
、
内

容

の
良
さ
で
国
際
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
学
者

は
い
く
ら

で
も
い
る
。

醐● ●

.

,

か

.

隙
「「

帯
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わ

れ
わ
れ
は
ま
た
、
世

界

の
歴
史
学

に

つ
い
て
、
「
ア
ジ

ア
史
専

門
家

(数
か
ら
し

て
少
数
)
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史

の
こ
と
も

あ
る
程
度

知
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
専
門
家

(絶
対
数
が
多

い
)

は

ア
ジ

ア
の
こ
と
を

ほ
と
ん
ど
な
に
も
知
ら
な
く

て
す
む
」
と
い
う

非
対
称
な
関
係
を
1

欧
米
人
は
も
ち
ろ
ん
日
本
人
で
さ
え
1

当
然
と
し

て
き
た
近
代
知

の
あ
り
方
を
批
判
す
る
。
同
時
に
、
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
の

「
裏
返
し
」
と
し

て
ア
ジ

ア
の
特
定
地
域

の
中

心

性

・
先
進
性
を
過
度
に
強
調
す
る
傾
向

(中
国
、

イ

ス
ラ
ー
ム
、
中

央

ユ
ー

ラ
シ
ア
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ら
れ
る
)
に
も
反
対
す
る
。

こ

れ
ら
を
変
え
な
け
れ
ば
、
広

い
範

囲
を
扱
う

の
に
不
慣
れ
な
学
界

の

至

る
所

で
生

じ
て
い
る
ズ

レ
や
倒
錯
は
解
決

で
き
な

い
。

大
多
数

の

男
性
研
究
者
が

「ジ

ェ
ン
ダ
ー
ど

こ
吹
く
風
」
と

い
う
態
度
を
と

っ

て
い
る

こ
と
を
批
判

す

る
点

で
全
面

的
に

正
し

い
日
本

の
ジ

ェ
ン

ダ
i
史
研
究
者
た
ち
が
、

「欧
米

(と
日
本
)
だ
け

で

《世

界
》
を
語

り
、

ア
ジ

ア
に

つ
い
て
は
客
体

・
被
害
者
と
し

て
の
側
面
し
か
見
な

い
」
旧
弊
な
知

の
枠
組

(男
性
が
世

界
を
支
配
す
る
た
め
に
作

っ
た
)

か
ら
自
由
で
な
い
の
は
、
そ

の
残
念
な

}
例

で
あ
る
。

こ
れ
を
読

ん
で

「空
理
空
論
」
だ
と
眉
を

ひ
そ
め

て
い
る
そ

こ
の

あ
な
た
、
あ
な
た
が
世
界

の
ト

ッ
プ
プ

ロ
だ

っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
自
分

の
学
問
を

し
て
下
さ

い
。
そ
れ
を

「役
に
立
た
な

い
」
な
ど
と
切
り

捨

て
る
よ
う

で
は
、
日
本
は
先
進
国
と
も
文
化
国
家
と
も
言
え
ま
せ

ん
。

で
も
世
界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
で
な

い
な
ら
、
わ
れ
わ
れ

の
班
に
参

加

し
て
、
業
界
全
体

の
状
況
を
把
握

し
、

わ
か
り
や
す

い
解
説
や
他

流
試
合
も

で
き

る
よ
う
に
系
統
的
訓
練
を
積
む

こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
が
ね
。

日本町があったベトナム・ホイァンで発見された
1670年 代の伊万里焼の破片。鎖国から30

年以上後に、どのようにして運ばれたのだろうか。

第2回全国高校歴史教育研究会 「世界史と日
本史の対話」(2004年8月)



響

口

冩

ロ
ッ
シ
ー

二
の
オ
ペ
ラ

《
セ
ビ
リ

ア
の
理
髪
師
》
の
物
語
は
、

モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

の

《
ブ
イ
ガ

ロ
の
結
婚
》

の
前
史

と
も

い
え

る
も

の
だ
が
、

そ

の
冒
頭
近
く

で
フ
ィ
ガ

ロ
は

「俺

は
街

の
な
ん
で
も

屋
」
と
歌

う
。

お
や
?
と
思
わ
れ
た
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ィ
ガ

ロ
は
タ
イ
ト

ル
に
も
あ

る
と
お
り

「理
髪
師
」
で
は
な
い

の
か
?
実
際

の
と
こ
ろ
、

ブ
イ
ガ

ロ
は
理
髪

師
で
あ
り
、

か

つ
な

ん
で
も
屋

で
も
あ

る
の
だ
が
、

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
ど
こ
で
こ
の
二

つ
の
商
売

は

つ
な
が

る
の
か
。

そ
し
て
、

な
ぜ

フ
ィ
ガ

ロ
は
そ
の

「
理
髪
師
兼
な

ん
で
も
屋
」

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
?

そ

の
ヒ

ン
ト
と
な
る
記
述
が
、

ク

ロ
デ

イ
ー
ヌ

・
フ

ァ
ー
ブ

ル
ーー

ヴ

ァ
サ
ス
著

『
豚

の
文
化
史
』
(宇
京
頼
三
訳
、柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
)

と
い
う
書
物

に
出
て
来

る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
鍵
は

「豚

の
去
勢
師
」

と

い
う
商

売
に
あ

っ
た
よ
う
だ
。

理
髪
師

に
、
な

ん
で
も

屋
に
、
去

勢

師
?
い
よ
い
よ
話
が
や
や

こ
し
く
な
る
の
で
、
順
を
追

っ
て
説

明

し
て
み
よ
う
。

(以
下
、
引
用
は
全
て

『豚

の
文
化
史
』
か
ら
で
あ

り

訳
書

の
ペ
ー
ジ
数

の
み
記
す
。
)

ま
ず
、
豚

の
去
勢

師
と
は
何
か
。

こ
れ

は
文
字

通
り
、

豚
を
去
勢

す
る
商
売
で
あ
る
。

豚
を
去
勢
す

る
、
と

い
う
仕
事

は
、
年
中
必
要

な
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
ま
た
、
誰

で
も

が
そ
ん
な

こ
と
を

で
き

る
わ
け
で
は
な

い
。

そ
れ
は
専
門
的

な
知
識

と
技
術

を
必
要

と
す

る

仕
事

で
あ

り
、
「
そ

の
技
能
を
確
実

に
習
得
す

る
に
は
三

世
代
必
要

で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
」

(
詛
頁
)
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
ら

は
村

々
を

巡

っ
て
仕
事
を
請
け
負
う
移
動
職
人

の

一
種
だ

っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。

彼
ら
は
単
な
る
職

人

の
域

を
超

え

て
、
パ

フ
ォ
ー

マ
i
的
な
側
面
を
持

っ
て

い
た
。

そ
も
そ
も
彼
ら

の

外
見
は
、
と

て
も

目
立

つ
も

の
だ

っ
た
と

い
う
。

「プ

ロ
の
去
勢
師

は
自
分
が
目
立

つ
よ
う
赤
い
上
着
を
着

る
。」

(
詛
頁
)
あ

る
い
は
赤

い
帽
子
や
ベ
ル
ト
を
身

に

つ
け
、

そ
し
て
自
分

の
到
着
を
村
人

に
知

ら
せ
る
た
め
の
小
さ
な
笛

(何
本

か
の
長
さ

の
こ
と
な

る
管
を
並

べ

た
パ
ン

・
フ
ル
ー
ト
状

の
笛
)
を
持

っ
て
い
た
。

「
村
は
ま
ず
、
彼

ら

の
職
を
示
す

ア
ル
ペ
ジ
オ

で
到
来

を
知
ら
さ

れ
る
と
、

ド
ア
が
開
き
、
古
老

は
入
口
に
留
ま

る
が
、
他

の
者
は
彼

ら

の
魅
力

に
捕

ら
わ
れ

て
、
そ

の
後

に
列
を
な

し
て

つ
い
て
ゆ
く
。

彼
ら
は
奉

納
祭

の
楽
師

や
昔

の
仲

人
役

の
よ
う

に

「街
頭
行
進
」

の

先
頭
に
立

つ
。
次

い
で
、
彼
ら

は
豚
の
性
を
確
定

し
、

そ
し
て
笛

の

力
に
よ
り
、

そ

の
奔
放
さ

を
減

じ
て
、

豚
を
家

に
同
調
さ

せ
る

(
"

つ
ま
り
去
勢
手
術
を
行
う
)
。
」

(訂
頁
)

さ

て
、

こ

の
豚

の
去
勢
師

の
技

術
は
、
と

き
と

し
て
人
間

に
も

適
用
さ
れ
た
。
主

に
子
供

が
、
彼
ら

の
手

に
よ

っ
て
去
勢
さ
れ
た
り
、

ヘ
ル

ニ
ア
切
除

と
い

っ
た
簡
単
な
外
科

手
術
を
施
さ
れ
た
り

し
て
い

た
よ
う
だ
。

こ
の
種
の

「大
道
医
者
」

(と
は
近
代
的
な
医
学
の
観
点

か
ら
す

れ
ば
衝
撃

的
な
言
葉
だ

が
、
実
際

に
そ
の
よ
う
な
存
在

は
か

な
り
幅
を
利
か
せ

て
い
た
ら
し

い
)
か
ら

「理
髪
師
」

へ
の
距
離

は
そ

う
遠
く
な
い
。

現
代
の
理
髪
店

の
前

で
回

っ
て
い
る
赤
と
青

の
飾

り

は
、
理
髪
師
が

「外
科

医
」

で
あ

っ
た
時
代

の
名
残

で
あ

り
、
赤
と

青

の
螺
旋
は
動

脈
と
静

脈
に
由
来
す
る

の
だ
、
と

い
う
説

明
は
よ
く

知
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の

「外
科

医
」

こ
そ
、
去
勢
師

が
し
ば

し
ば
兼
ね
た

「大
道
医
者
」

「瀉
血
師
」
の
類

い
で
あ

っ
た
。

こ
の
去
勢
師

"
大
道
医
者
11
理
髪
師
は
ま
た
、

し
ば

し
ば

イ
タ
リ

ア
の
大
衆
演
劇

の
登
場
人
物
で
も
あ

っ
た
。
十

五
世
紀

イ
タ
リ
ア
に

'

,済 雲

'
■ ●
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お
け

る

「ノ

ル
チ
ー
ノ
」
と
呼
ば
れ
る
喜
劇
ジ

ャ
ン
ル
は
、
こ

の
去

勢
師
を
主
役
と
す
る
。

ノ
ル
チ
ー
ノ
と

い
う
言
葉
は
、
ウ

ン
ブ

リ
ア

地
方

の
ノ
ル
チ
ー

ア
と

い
う
村
か
ら
来

て
い
る
が
、

こ
の
村
出
身

の

豚
の
屠
殺
者
な

い
し
去
勢
師

の
こ
と
を
指
し
、
後
に
は
出
自
と
は
関

係
な
く

「去
勢
師
」

一
般

の
こ
と
を
指
す
よ
う

に
な

っ
た
。
舞
台
で

の
ノ
ル
チ
ー

ノ
は

「そ

の
役
目
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
大
き
な
庖
丁

を
手
に
し
、
『
豚
の
去
勢
師
』
の
衣
装

で
登
場
し
た
。」

(
99
頁
)
こ
こ

に
い
た

っ
て
、
去
勢
師

11
理
髪
師
は
劇

の
舞
台

に
現
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
大
衆
演

劇

に
お
け
る
道
化

の
も
う

一
つ
の
類
型
、
す

な
わ

ち
秩
序
を
攪
乱
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
を
巻
き
起

こ
し
な
が
ら
、

そ
れ
を

即
興
と
機
知

で
切
り
抜
け

て
ゆ
く

ア
ル
レ
ッ

キ
ー

ノ
的
存
在

(
そ
れ

は
職
業
と
土
地

に
縛
り
付
け
ら
れ
た
民
衆
か

ら
す
れ
ば
、

「な
ん
で
も
屋
」
だ

っ
た
)
と
融
合

し
て
ゆ
く
こ
と

に
も

な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
十

八
世
紀

の

フ
ラ
ン
ス
人
、
ボ
ー

マ
ル
シ

ェ

が
書

い
た

《
ブ
イ
ガ

ロ
》
や

《
セ
ビ
リ
ア
》
に
お
け
る

「理
髪
師

"
な

ん
で
も

屋
」

と
い
う

人
物
類

型
の
遠

い
淵
源

は

(そ
れ
が
ど

の
程
度

意
識

さ
れ

て
い
た
か
は
別
と

し
て
)、

喜
劇
ジ

ャ
ン
ル

「
ノ

ル
チ
ー

ノ
」
を

通
じ
て
、
笛
を
吹
き
な
が
ら
村

に
や

っ
て
く

る
去
勢
師

へ
と

繋
が

っ
て
い
た
と
想
像

し
て
み
る
こ
と
が

で
き

る
。
通
常
、
高
級
な

も

の
と
さ
れ

て
い
る
オ

ペ
ラ
の
よ
う
な
芸
術
と
、
豚

の
去
勢
と

い

っ

た
も

っ
と
も

即
物
的

・
実
際
的
な
民
俗
文
化
と
が
交
錯
す
る
よ
う
な

視
角

-

私
が

「
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
中
東
欧

の
藝
術

・
文

化
」
と
呼
ば

れ
る
研
究
グ

ル
ー
プ

の
片
隅

で
見

い
だ

し
た

い
と
思

っ
て
い
る
の
は

そ
ん
な
視
角

で
あ
る
。

9世 紀 後 半 に使 われ ていた 瀉 血用 の 器 具

Magyarn駱rajzilexikon,Akad駑iaiKiadd,

987所 収)

豚の去 勢師:P.ル テユエール 「トゥルーズ地方

の生活絵図帖、nss-18841所 収



《編集後記》

'ニ ュー ズ レター 互nterfaceHu皿anitiesは .今 回おノ由けす る弟"号 か敵ノ

終号にな ります。大型研究プロジェク トの場合、その研究の成果は、Web

上で機動的に紹介していくのが、IT技 術の進展した現代にふ さわしいのかもし

れません。ニューズレターのような紙媒体による広報誌}よ 速度からいえばきわ

めてスローなメディアです。私たちは、しかし、このスローさをむしろ武器にして

紙媒体な らではの誌面づ くりに取 り組んできました。それは、たんなる宣伝広報

ことどまらないモノづ くりの作業であり、その製作過程じたいさまざまな執筆者、

篩集者、デザイナー、印刷 ・製本家が力を合わせるインターフェイスの場であっ

たと思います。 ここで獲得 された経験をもとに、人文学のさらなる未来を望
、

＼ 見 していきたい 一 そんな希望をいだきつつ、 これまでご協力い
、
、

＼ ただいた皆さま方に心から御礼申し上げます。(M)、d
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